
静岡 DWAT支部活動検討会【中部支部】 
 

日時 令和４年６月 14日（火）13:30～16:00 

【オンライン開催】 

 

 

 

 

 

次    第 

 

１ 開 会 

 

 

２ 中部支部活動拠点 施設長あいさつ 

社会福祉法人三愛会 特別養護老人ホーム愛華の郷 施設長 阿井 孝訓 氏 

 

 

 

３ 事務局説明 令和４年度事業計画について【資料３ページ～】 

 

 

 

４ 熱海派遣活動リレー報告と感想共有【資料 10ページ～】 

 

 

 

 

５ 平時の活動報告【資料 25ページ～】 

 

 

 

 

６ グループワーク 

  「平時に取り組む活動について」 

 

 

 

 

７ 全体共有 

 

  

ZOOMの IDおよびパスコード 

・ID  859 2276 9963 

・パスコード 339696 
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№ 所属 氏名 期 備考 圏域 グループ

1 愛華の郷 阿井　孝訓 6期生 志太榛原 1

2 特別養護老人ホーム　開寿園 藤曲　典子 4期生 志太榛原 1

3 児童養護施設　春風寮 望月　耕司 6期生 志太榛原 1

4 有料老人ホームすずかけの木 曾根　晃一 3期生 報告者 志太榛原 1

5 愛華の郷 石川　亘 1期生 報告者 志太榛原 2

6 特別養護老人ホーム　福聚荘 杉本　律士 6期生 志太榛原 2

7 特別養護老人ホーム　福聚荘 大坪　幸代 6期生 志太榛原 2

8 愛華の郷 中村　真理子 5期生 報告者 志太榛原 3

9 特別養護老人ホーム　第２開寿園 星野　慎二 3期生 志太榛原 3

10 居宅介護支援事業所　つばさ 五十右　億子 5期生 志太榛原 3

11 ワーク春日 平島　義正 6期生 静岡 4

12 特別養護老人ホーム　白扇閣 大村　悠介 4期生 静岡 4

13 特別養護老人ホーム羽衣の園 名雪　誠 2期生 報告者 静岡 4

14 静岡医療福祉センター成人部 橋本　一輝 6期生 静岡 5

15 特別養護老人ホーム竜爪園 福貴　稔 2期生 報告者 静岡 5

16 さくらワーク 平井　幸美 4期生 報告者 静岡 5

【オブザーバー参加用】

1 静岡県介護支援専門員協会 林　隆夫 NW構成団体 4

2 静岡県危機管理部危機情報課 佐藤　和也 県行政 6

3 静岡県健康増進課 内藤　慶子 県行政 6

4 島田市福祉課 海野　凌我 市町行政 6

5 川根本町 中村　隼人 市町行政 6

6 神奈川県社会福祉協議会 川上　龍馬 他県DWAT 1

7 長野県ふくしチーム事務局 橋本　昌之 他県DWAT 2

8 高知県DWAT事務局 岡本　浩司 他県DWAT 3

9 岐阜県健康福祉部健康福祉政策課政策企画係 佐藤　諒 他県DWAT 5

10 岐阜県社会福祉協議会 広瀬　成康 他県DWAT 5

【事務局】

静岡県健康福祉部　福祉長寿政策課 細井　剣登

静岡県社会福祉協議会　経営支援課課長 松永　和樹

静岡県社会福祉協議会　経営支援課 渡邉　麻由

静岡県社会福祉協議会　経営支援課 新村　友李

静岡DWAT支部活動検討会
参加者名簿　【中部支部】
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静岡 DWAT出前講座 報告 

静岡県立大学短期大学部 授業「福祉経営とリーダーシップ」 

 

●日 程：令和３年 11月 15日（月）13：00～14：30 

●会 場：静岡県立大学短期大学部 教育棟 

●参加者：静岡 DWAT登録員 名雪 誠 氏(特別養護老人ホーム 羽衣の園) 

静岡 DWAT事務局（松永） 

●内 容：熱海市土砂災害に係る静岡 DWATの活動報告 

 

【活動の様子】 

静岡県立大学短期大学部 介護福祉学科の授業「福祉経営とリーダーシップ」

にて、介護福祉士の取得を目指す学生(約 30名)に熱海市土砂災害に係る静岡

DWATの派遣活動についてお話をさせていただきました。 

 学生からは「静岡 DWAT の活動が知れて良かった」「福祉専門職としての避難

者のケアを学ぶことができた」などの感想をいただきました。 
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2022/6/13

1

熱海市土石流災害
被災者支援

静岡ＤＷＡＴ （静岡県災害派遣福祉チーム）の実践

社会福祉法人 静清会

特別養護老人 ホーム羽衣の園 名雪 誠

静岡ＤＷＡＴとは
DISASTER  WELFARE  ASSISTANCE  TEAM

災害 福祉支援 チーム
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2022/6/13

2

静岡DWATの活動
災害発生後に、被災市町村から派遣要請があった場合に、被災地の指
定避難所や福祉避難所へ派遣し、避難所等で生活する人たちの福祉的
課題解決のための支援活動を行います。

ネットワーク加入団体に所属している福祉施設等から申出があった職員
で、養成研修修了者から5名程度で構成する福祉専門職のチームです。

福祉関係団体（１２団体）

静岡県社会福祉法人経営者協議会 静岡県救護更生施設連絡協議会

静岡県乳児院協議会 静岡県母子生活支援施設協議会

静岡県児童養護施設協議会 静岡県保育連合会

静岡県知的障害者福祉協会 静岡県老人福祉施設協議会

静岡県社会就労センター協議会 静岡県福祉医療施設協議会

静岡県身体障害児者施設協議会 静岡県社会福祉協議会

職能団体

静岡県社会福祉士会
静岡県介護福祉士会
静岡県介護支援専門員協会

静岡DWAT 登録者

◆対象専門職

社会福祉士 介護福祉士 保育士 介護支援専門員 相談支援専門員

◆登録者

登録人数 平成29年～令和1年 231名

＊登録員養成研修修了者

事業種別 高齢者・障害者・児童関係の施設従事者
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2022/6/13
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静岡ＤＷＡＴ災害発生後の動き

7月 3日 発災直後から事務局が情報収集

7月 5日 熱海市から静岡ＤＷＡＴに災害派遣の要請

9日までに派遣者申しこみ 約60名の登録員応募あり

7月 6日 事務局スタッフ先遣隊で現地入り

7月 7日 第1クール始動 ニューフジヤホテルにて被災者支援

以降、1クール4人（3-4日間）で継続支援中

8月31日 派遣終了予定

以降、熱海市ささえあい支援センターへ移行

ウオミサキホテル

金城館
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2022/6/13
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静岡ＤＷＡＴの支援活動 １

〇避難生活初期

県保健師チーム（健康支援チーム）、ＤＭＡＴ・看護師とともに

避難者の健康状況把握。必要に応じて福祉的トリアージ実施

〇避難生活中期

県保健師チーム（健康支援チーム）、ケアマネ協会、ＪＲＡＴ（リ

ハビリチーム）、看護協会、日本赤十字とともに、要配慮者の

ラウンド実施。ＤＷＡＴとして健康体操を実施

静岡ＤＷＡＴの支援活動 ２

〇第5クール 7月21－24日

メンバー：特別養護老人ホーム、多機能事業所、障害者支援施設

職 種：管理者、ケアマネジャー、現場主任

有資格：社会福祉士・介護福祉士・介護支援専門員

〇主たる活動

・要配慮者の健康確認ラウンド

・健康体操の実施

・避難者の通院付添、要配慮者に朝夕部屋までの配食

・全体会議、各チームとの情報共有・報告

31



2022/6/13
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静岡ＤＷＡＴの支援活動

〇要配慮者の健康確認ラウンド

保健師・ケアマネとチームを組んで、お部屋へ訪問

近況／健康把握・避難生活の悩み

その他を聴きとり

聴き取り後、他職種チームと情報共有

各部屋に他職種チームでラウンド

静岡ＤＷＡＴの支援活動

〇健康体操の実施

不活化防止、機能維持を目的にホテルラウンジで毎日開催

ＪＲＡＴ医師に5分ほど健康に関するレクチャーを依頼

身体上部から下部に向けて、筋肉・関節運動やラジオ体操を実施

参加者意欲を高めるためにスタンプ押してポイント制実施や

登録員が手土産に持ってきたお菓子を配布

〇段ボールベッドの要望を受けて、組み立て・設置

アセスメントから布団からの起き上がり難しい方おられた。

行政が段ボールベッド用意し、組み立て・設置を行った。
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2022/6/13

6

布団からの起き上がりに苦
労している高齢者の部屋に
段ボールベッドの設置

ホテルロビーを会場に実施

ホテルロビーにて案内をして、毎日開催

静岡ＤＷＡＴの支援活動

〇避難者の通院付添、要配慮者に朝夕部屋までの配食

自力で通院できない要配慮者の定期受診に付添

市内２医療機関へタクシーで帯同し、移乗介助等を実施

一般被災者は朝夕、１０Ｆ食堂でバイキング形式の食事だが、

要配慮者の一部の方は移動等に困難があり、朝夕の食事を

お弁当にして各部屋へ配布した。

⇒配布担い手を公助から共助とすべく、7/24から民生委員さん

がその役割を担ってくれた。
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2022/6/13

7

静岡ＤＷＡＴの支援活動

〇全体ミーティング、各チームとの情報共有・報告

県保健師チーム・看護協会・日本赤十字・ケアマネ協会・ＪＲＡＴ・

ＤＷＡＴで開催

朝：9：20～ 夕方：15：30～

ミーティング内容

・各団体当日の動き ・昨日からの動き

・要配慮者アセスメント内容の確認

・行政からの報告・要望 その他必要事項

ＤＷＡＴとしてＪＲＡＴと要介護者の動作確認などを多く共有した

金城館

ＤＷＡＴ 現地詰め所

配食サービスの移行打ち合わせ

ウオミサキホテル
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2022/6/13

8

DWATにおけるチームマネジメントとは

〇医療との連携に十分配慮して実施する必要性

・要配慮者の状態悪化の防止につなげるため医療的な配慮の

もとに必要とする活動を展開する事

〇ＤＷＡＴのみならず、他団体との連携の必要性

・医療／リハ／福祉／介護の専門職集団および自治会や地域

の事業者等との連携による必要な活動の展開

〇現場にないサービスは創り出す必要がある

・移送支援や運動の場、食事の手配、部屋内での生活の支援等

その場にないサービスは創出しなければならない

私の所属する羽衣の園では

〇医療との連携によるエビデンスのある介護を実施

・看護師資格のある理事長、施設長を中心に支援を必要とす

る方への迅速な対応が行われています。

・必要に応じて看護師の自宅訪問が行われる事もあります。

・既存のサービスでは対応が難しい移送支援や退院時の在宅

復帰時のお手伝いを実施しています。

・災害時においても普段と同様に迅速な支援が行える事が重要

だと考えます。
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自衛隊員も連日活動していた
ホテルロビーには提供物資が
置かれ、被災者に無料で使用
が許可されていた

ＤＷＡＴ第5クールメンバー
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やってみたいこと 目的・期待できる効果 必要なもの・こと 
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